
伊 丹 市 地 方 自 治 法 施 行 令 第 １ ６ ７ 条 の ２ 第 １ 項 第 ３ 号 の 規

定 に 係 る 生 活 困 窮 者 の 自 立 の 促 進 に 資 す る こ と の 認 定 に お

け る 事 務 要 領  

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 要 領 は ， 地 方 自 治 法 施 行 規 則 （ 昭 和 ２ ２ 年 内 務 省 令

第 ２ ９ 号 ）（以 下「 施 行 規 則 」と い う 。）第 １ ２ 条 の ２ の ３ 第 １ 項

の 規 定 に 基 づ き ， 市 が 行 う 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 ２ ２ 年 政 令

第 １ ６ 号 ）（以 下「 施 行 令 」と い う 。）第 １ ６ ７ 条 の ２ 第 １ 項 第 ３

号 の 規 定 に よ る 認 定 生 活 困 窮 者 就 労 訓 練 事 業 （ 以 下 「 就 労 訓 練

事 業 」 と い う 。） を 行 う 施 設 と の 随 意 契 約 （ 以 下 「 随 意 契 約 」 と

い う 。）に 際 し ，当 該 施 設 に お い て 製 作 さ れ た 物 品 の 買 い 入 れ 又

は 役 務 の 提 供 を 受 け る こ と が 生 活 困 窮 者 の 自 立 の 促 進 に 資 す る

こ と を 認 定 す る た め ， 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 認 定 基 準 ）  

第 ２ 条  就 労 訓 練 事 業 を 行 う 施 設 の う ち ， 次 の 各 号 す べ て に 該 当

す る も の に つ い て ， 当 該 施 設 に お い て 製 作 さ れ た 物 品 の 買 い 入

れ 又 は 役 務 の 提 供 を 受 け る こ と が 生 活 困 窮 者 の 自 立 の 促 進 に 資

す る も の と 認 定 す る も の と す る   

⑴   就 労 訓 練 事 業 の 実 施 事 業 所 と し て 都 道 府 県 等 の 認 定 を 受 け

て い る こ と 。  

⑵   生 活 困 窮 者 の 就 労 機 会 の 確 保 等 の 活 動 又 は 事 業 を 実 施 し て

い る こ と 。  

⑶   就 労 訓 練 事 業 の 実 施 に 際 し ， 本 市 の 生 活 困 窮 者 を 受 け 入 れ

い れ る こ と 。  

⑷   適 切 な 業 務 遂 行 能 力 を 有 す る こ と 。  



⑸   法 令 違 反 等 ， 認 定 す る に あ た り ふ さ わ し く な い 事 由 が な い

こ と 。  

⑹   公 序 良 俗 に 反 す る 事 業 を 行 っ て い な い こ と 。  

⑺   伊 丹 市 暴 力 団 排 除 条 例 第 ２ 条 に 規 定 す る 暴 力 団 等 に 該 当 し

て い な い こ と 。  

⑻   税 を 滞 納 し て い な い こ と 。  

（ 認 定 の 申 請 ）  

第 ３ 条  前 条 の 認 定 を 受 け よ う と す る 者（ 以 下「 申 請 者 」と い う 。）

は ，認 定 申 請 書（ 様 式 第 １ 号 ）に ，誓 約 書（ 様 式 第 ２ 号 ）及 び 認

定 申 請 書（ 様 式 第 １ 号 ）に 別 途 定 め る 必 要 書 類 を 添 え て ，福 祉 事

務 所 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 認 定 ）  

第 ４ 条  福 祉 事 務 所 長 は ， 前 条 に 規 定 す る 認 定 申 請 書 の 提 出 が 申

請 者 よ り あ っ た 場 合 は ， 施 行 規 則 第 １ ２ 条 の ２ の ３ 第 ３ 項 の 規

定 に 基 づ き ， ２ 人 以 上 の 学 識 経 験 を 有 す る 者 の 意 見 を 聴 い た 上

で ， 認 定 の 可 否 を 決 定 す る も の と す る 。  

２  福 祉 事 務 所 長 は ， 前 項 の 規 定 に 基 づ き ， 申 請 者 が 製 作 す る 物

品 の 買 い 入 れ 又 は 役 務 の 提 供 を 受 け る こ と が 生 活 困 窮 者 の 自 立

促 進 に 資 す る と 認 定 す る 場 合 は 認 定 通 知 書 （ 様 式 第 ３ 号 ） に よ

り ，認 定 し な い 場 合 は 非 該 当 通 知 書（ 様 式 第 ４ 号 ）に よ り ，速 や

か に 当 該 申 請 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 実 態 調 査 ）  

第 ５ 条  福 祉 事 務 所 長 は ， 申 請 者 が 第 ２ 条 の 規 定 に 該 当 す る こ と

を 確 認 す る 必 要 が あ る 場 合 は ， 当 該 申 請 者 を 訪 問 し ， 現 場 の 確

認 及 び 聴 き 取 り 等 の 実 態 調 査 を 行 う こ と が で き る も の と す る 。  

（ 認 定 団 体 の 公 表 ）  



第 ６ 条  福 祉 事 務 所 長 は ， 第 ４ 条 第 ２ 項 の 認 定 を 受 け た 者 （ 以 下

「 認 定 団 体 」） に つ い て ， 名 簿 を 作 成 し 公 表 す る も の と す る 。  

（ 認 定 事 項 の 変 更 ）  

第 ７ 条  認 定 団 体 は ， 申 請 時 に 提 出 し た 認 定 申 請 書 及 び 添 付 書 類

の 内 容 に 変 更 が 生 じ た 場 合 は ，速 や か に 変 更 届（ 様 式 第 ５ 号 ）に

よ り ， 福 祉 事 務 所 長 に 届 け 出 な れ ば な ら な い 。  

（ 認 定 の 辞 退 ）  

第 ８ 条  認 定 団 体 が 認 定 を 辞 退 す る 場 合 は ，辞 退 届（ 様 式 第 ６ 号 ）

に よ り ， 福 祉 事 務 所 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

（ 認 定 の 取 消 し ）  

第 ９ 条  福 祉 事 務 所 長 は ， 認 定 団 体 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る と

判 断 し た 場 合 は ， 認 定 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

⑴   第 ２ 条 第 １ 号 に 規 定 す る 認 定 を 辞 退 し た と き 又 は 取 り 消 さ

れ た と き 。  

⑵   営 業 を 廃 止 又 は 休 止 し た と き 。  

⑶   認 定 申 請 書 又 は 添 付 書 類 の 記 載 事 項 等 ， 認 定 に 係 る 申 請 内

容 を 故 意 に 偽 っ た と き 。  

⑷   契 約 の 履 行 に あ た り ， 不 誠 実 又 は 不 正 な 行 為 が あ っ た と き  

⑸   他 の 認 定 団 体 が 随 意 契 約 を 締 結 又 は 履 行 す る こ と を 妨 げ た

と き 。  

⑹   就 労 訓 練 事 業 の 実 施 に 際 し ， 法 律 上 必 要 と す る 資 格 を 有 し

な く な っ た と き 。  

⑺   そ の 他 ， 認 定 団 体 に ふ さ わ し く な い 事 由 が あ る と 福 祉 事 務

所 長 が 認 め た と き 。  

２  福 祉 事 務 所 長 は ，前 項 の 規 定 に 基 づ き ，認 定 団 体 の 認 定 を 取    

り 消 す 場 合 は ，速 や か に 認 定 取 消 通 知 書（ 様 式 第 ７ 号 ）に よ り ，   



当 該 認 定 団 体 に 通 知 す る と と も に ， そ の 旨 を 公 表 す る も の と

す る 。  

（ 報 告 ）  

第 １ ０ 条  認 定 団 体 は ， 福 祉 事 務 所 長 か ら 報 告 の 求 め が あ っ た 場

合 は ， 速 や か に 報 告 を し な け れ ば な ら な い 。  

（ 事 務 ）  

第 １ １ 条  本 要 領 に 定 め る 認 定 に 係 る 事 務 は ， 伊 丹 市 健 康 福 祉 部

生 活 支 援 室 自 立 相 談 課 （ 伊 丹 市 く ら し ・ 相 談 サ ポ ー ト セ ン タ

ー ） が 所 掌 す る 。  

（ そ の 他 ）  

第 １ ２ 条  本 要 領 に 定 め る も の の ほ か ， 必 要 な 事 項 は 福 祉 事 務 所

長 が 別 に 定 め る 。  

   付  則  

 こ の 基 準 は ， 平 成 ２ ７ 年 ７ 月 ２ ４ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

 こ の 基 準 は ， 令 和 元 年 ８ 月 ２ １ 日 か ら 施 行 す る 。  


